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■地区大会本会議スケジュール 

【大会会場】足利市民会館 大ホール 

９時００分 開会・点鍾 

       国家斉唱・ロータリーソング「奉仕の理想」斉唱 

       物故者黙祷 

       開会の言葉 

       歓迎の言葉 

       ご来賓・地区外ロータリアン紹介 

       ガバナー挨拶 

９時３０分 ＲＩ会長代理挨拶並びにＲＩ現況報告 

       大会委員会報告 登録委員会 

                   資格審査委員会 

                   決議委員会 

                   合解決議案採択 

                   選挙 

１０時３０分 来賓祝辞 

       ＲＩ会長代理ご夫妻に記念品贈呈 

       エクスカーション「足利市内観光」出発 

       記念事業目録 贈呈 

       ロータリー希望の風 奨学金 

       直前ガバナー、直前地区幹事、 

直前地区会計長に記念品贈呈 

祝電披露 

１１時００分 ガバナーエレクト・ノミニー紹介 

       ガバナーエレクト挨拶 

       ガバナーノミニー挨拶 

       国際大会ＰＲ（国際大会推進委員会） 

       ロータリー財団１００周年について 

１１時３０分 昼食・休憩 

１１時５０分 和太鼓演奏（屋外） 

１２時２０分 特別参加者紹介 

       ロータリー財団学友会 

       米山記念奨学生 

       ＲＹＬＡ 

       インターアクトクラブ 

       ローターアクトクラブ 

       派遣学生帰国報告・受入学生紹介 

       ローテックス紹介 

１３時５０分 休憩 

１４時００分 記念演舞 古武道 

１４時４０分 記念講演「地球温暖化防止の切り札は？」 

       記念講演謝辞 

１５時５０分 ガバナー補佐紹介 

       地区内クラブ紹介 

       各種表彰 

       ロータリー平和地区センター推進地区表彰 
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       ロータリー財団功労表彰 

       各種表彰 

       新人会員紹介 

１６時３５分 次期開催ホストクラブ挨拶 宇都宮東ＲＣ 

       ＲＩ会長代理所感 

       ガバナー謝辞 

       閉会の言葉 

１６時５０分 閉会の点鍾 

■ガバナー挨拶              栃木 秀麿 様 

ご来賓の皆様、ロータリアン、そしてご家族の皆様、地

区大会にようこそお越しくださいまして心より感謝申し上げま

す。 

 本大会に国際ロータリー ジョンＦ・ジャーム会長ご夫妻

の代理として、ＲＩ第２５２０地区パストガバナー桑原茂様、

令夫人茂子様をお迎えできましたことは、この上もない光

栄でございます。 

 ジョンＦ・ジャーム会長のテーマは「人類に奉仕するロー

タリー」であります。ロータリー発足以来、「人類への奉仕」

はロータリーの礎です。ＲＩ会長は、意義ある奉仕を行なう

最善の道はロータリー会員になることですと述べられました。

そして今後力を注ぐべきこととして、一つ目に若い世代の

入会を積極的に促進すること、二つ目にロータリー財団１０

０周年の記念祝賀、そして三つ目に公共イメージの向上を

掲げられ、公式訪問の折に各クラブのお願いしておりま

す。 

 今年４月、２０１６年規定審議会が開催され、クラブ運営に

大幅な柔軟性を認め、例会の頻度、場所、方法、会員種

類に関する変更があり、ロータリーの大改革がなされまし

た。 

 今こそ、ロータリーの基本理念を忠実に学び、先達が実

践で築き上げてきた「商売における信用の証」であるエン

ブレムを汚すことなく、親睦と奉仕の両輪を順調に回して、

元気なクラブを作り、人類の奉仕に慢心しましょう。 

 今大会における会長・幹事・地区指導者育成セミナーに

は、国際協議会研修リーダー第２５００地区足立功一様を

お迎えし、記念講演は足利工業大学理事長牛山泉教授

に「地球温暖化防止の切り札は？」の講演をお願いするこ

とが出来ました。これからのロータリー活動において大きな

原動力となることを期待いたしております。 

（地区資料より転

載） 

■記念講演    足利工業大学 理事長 牛山 泉 様 

【演題】地球温暖化防止の切り札は？ 

１． 地球環境とエネルギー問題 

２１世紀の世界の世界の６大問題 

 ●人口問題 

●食料問題 

●環境問題 

●資源問題 

●エネルギー問題 

●水問題 

人類史における人口増加の推移として、７０年間で人口

が３倍になっている。これは増加ではなく爆発と言える。 

現在７０億人以上の人口がいるが、エネルギーをつかえ

ているのは４０億人だけである。残りの３０億人はエネルギー

難民であると言える。 

化石燃料の埋蔵量予測は、石油４１年分、天然ガス６３

年分、石炭２１８年分となり、近い将来、現在のエネルギー

資源の枯渇が予測される。 

物質的に豊かになったが、炭化水素燃料をエネルギー

にすることにより、多くの二酸化炭素が発生する。二酸化炭

素を発生させないために原子力発電に移行したが、ウラン

もあと７０年で枯渇予測され、さらには廃棄物の処理が問題

となっている。（日本ＣＯ２排出量世界５位） 

上記の理由より、地球規模での温暖化がおき、タイの洪

水や、様々な天変地異がこれからも拡大していくだろう。 

それに歯止めをかけるためにも、自然エネルギー（再生

可能エネルギー）について真剣に考えていただきたい。日

本は先進国の中で、一番自然エネルギーの利用について

遅れているのが現状です。 

２． 自然エネルギーの現状 

日本の再生可能エネルギーのポテンシャル 

太陽光     １５０ 

風力（陸上）  ３００ 

風力（海上） １６００ 

中小水力    １４ 

バイオマス   ３８ 

地熱       １４ 

合計 ２１１，６００万ＫＷ 

現在の原子力発電の４４倍 

 ２．１ 風力エネルギー 

    現在、世界で３０万台、４億３２００万ＫＷの風車がま

わっている。（日本の電力総使用量２億９２００万ＫＷ） 

    これは世界の電力の４％である。 
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    デンマークでは、国内電力の４０％以上を風車でま

かなっている。 

    世界の風力発電装置に、多くの日本のメーカーが関

わっている。 

    世界最大の浮体式大型風力発電機は福島にある。 

    ２つのデメリットとして、騒音、景観を損なうことがあげ

られるが、現在ではシンボルとして地域おこしをしなが

ら発電利用している利用例もみられる。（立川町） 

 ２．２ 太陽エネルギー 

    日本ではここ数年、太

陽光パネルの普及が飛

躍的に伸びました。世界

的にも導入状況が加速

すると共に、太陽電池の

製造コストがスタート時

から１/２０以下に下がりました。 

    日本における発電量のポテンシャルも、現在の原子

力の６倍以上となり期待されている。 

    現在砂漠に大規模な発電設備をつくり、超伝導ケ

ーブルにより世界を結ぶ、世界的太陽光発電システ

ムも考案されている。 （デザーテックプロジェクト）     

 ２．３ バイオマスエネルギー 

    バイオマスとは、化

石燃料を除く生物資

源（草・木・生ごみ等）

である。 

    このエネルギーは地

球温暖化防止への貢

献と、化石燃料枯渇

問題を解決できる環境に易しいエネルギーである。 

    現在では生物資源を醗酵させ、メタンガスを取得し

エネルギー変換させる、バイオガスプラントもさかんに

作られるようになってきている。 

■１０月２３日までのスマイルボックス 

 ２．４ 水力・地熱・海洋エネルギー 

    日本も水力発電には昔から力を入れており、電力供 

 給の１割を担っている。関西電力の黒部ダムが有名。 

    世界では、ブラジル・パラグアイのイタイプ水力発電 

   所が最大で、１４００万ＫＷの発電量があります。 

    地熱発電所では、九州電力の八丁原発電所が日

本最大で、５５０００ＫＷの発電量があります。 

    世界的にはアメリカ、フィリピン、インドネシアの順に

開発が進んでおり、日本は６位となっております。 

    海洋エネルギーには、波

の力でタービンを回す波

力発電や、潮の満ち引き

を利用したランス潮汐発

電所、近年では、海水の深

さによる温度差を利用した、

海洋温度差発電も行なわ

れている。 

３． 将来へのチャレンジ 

内村鑑三氏の「デンマルク国の話」より、外なる有限 

の資源から、内なる無限のエネルギーへの重要性を伝

えてくれております。 

 デンマークでは、２０５０年までに国内電力のすべてを

再生可能エネルギーに推移することを、公約として打出

しました。 

 経済重視の２０世紀が終わり、環境重視の２１世紀に突

入しました。様々な価値観も大きく変わり、持続可能な

社会を、我々世界中の国民が考えて行動していかなく

てはいけないのではないでしょうか。 

本日のプログラム 
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        　　■月間予定 （10月） (１1月)

在籍　53名

例会日 出席義務 事前MU 事後MU 実出席者 内免除者 欠席者 出席率 月間出席率

補正後10月  5日 50 3 2 42 0 3 94.00%

本日　10月 23日 50 8 26 1 17 66.67%

出席免除者3名（有資格者　3名　＋　有理由者　0名）

前回までのスマイル繰越金 857,000

会員 41,000

ビジター 0

本日のスマイル合計 0

スマイル今期累計 857,000

前回までの米山繰越金 18,942

米山 0

米山今期累計 18,942

合計金額 875,942

次回のプログラム 

10/２７(木)  

内部卓話 


